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阿寒園有林内針葉樹赤色腐袴梼に就て

亀井専弐

星司郎

On the Brown Root and Butt rot of Conifers 

in the National Forest of Akan， Hokkaido 

By 

Senji K~mei and Shiro H>shi 
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本道各地に於ける天然林又は施業林内に於ける菌寄木と之が鹿分tr闘しては，今日狛ほ種

々の問題を菰して居る.要は主主かに被害木を伐採搬出して，誼官に底分すべきではあるが，共

前に個々の場合に就いで，共原因を究め樹木の損耗度を考へ又は被害の趨勢を慮りて，誼賞の

方策を講ナるととは， 1寄り賞地経費の面から必要ゑるのみ反らや，又保護利用等む観融からも

種々貴重友責料を佐るととになる.然して斯かる菌害本の中で最も普通に存在し且つ利用的に

重要硯されるものは，樹幹の内部を朽ちさせる腐心病である.而も共の中には所謂樹幹時朽と

稿して樹幹地上部の枯死心材から腐朽が初まる場合と，所謂根株腐朽と唱へて地下支根Jつ端か

ら腐朽が進展する場合とるる.元来針葉樹の関心病を惹起する病原菌には，我園に於てのみな

らや外固にありても，互に共通し一般に知られて居る種類が3種るる.即ちマツノカタハタケ

養“赤色腐キヲ"なる和名はマツノネクチタケに闘して最初に記銭された大森，山田爾氏著書 (41)に従った，恐

ら〈阿氏等は lfartig氏の“1ミotfaule"を破課されたものと忠はれる.然し?ツノネクナタケ白腐朽は繊維棄

を残抱する型に属する故白色腐朽と日目へ得るととlIubert(18)，行hope(43)の却し，筆者の一人亀井 (25)も

曾て之にぬョた.但し腐朽郎の材色を見ると黄赤色を号して屠るのでま主には古来の名橋を取ることにした.
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(Tr抑制Pini-l(Brot.) Fr.)，カイメンタケ (PolyporusSchweinitzii Fr.)及マツノネクチタケ (Fomes

annosω(Fr.) Cooke)が之でbる.そして第ーの菌は樹幹時朽を惹起するが，第二，第三の菌は

根株腐朽をなすととは言ふ迄もない所でるる.然るに我園j亡るりては，第一i第二菌に閲して

は，巳に少からぬ報告 ((21" (40)， (28)， (47)， (13)， (37)， C4)， (1.5))が局されて居るが第三の

菌にありては僅かに菌の存在K闘しての記事 ((45)，(46)， (48)， 4~1)) と解説 ((41) ， (21¥ (40)， (34)， 

(1う))はあるも，貫地被害のあるとと並に調五報告は篭も見嘗らない.之に反し外困特に欧Y+ltz:

於ては，巳乞多く ι報告がるる.乃ち今より 50年前調人 R，Hartig (12)に依ワて，此菌がオ

ウシユウトウヒ及オウシユウアカマツ等に特徴ある腐朽と伴播をするととに杭て，詳細な報告

が護表されてかを， Albert & Zimmermanll (1)， Mathes (36)， Neger (38¥ Hiley (16)， Hopffgarten 

(17)， Finn Roll Hansen (11)等の研究結果が公表されて居るのみでなく，本菌tz:閥Tる記事は寅

に枚奉出来ない程でるる.

筆者の一人罫井は，往年北見園奥生問原因有林内で珍らしい関朽をトドマツの樹幹に認め，

果して之が何菌K依りて生やるかに就き相堂の苦心を掛って調べて居たが，偶々!)kJ窓固有林内

でも同様友商朽がトドマツとアカヱゾマツの関心病として存在し，被害本童文も砂からぬととが

知れた計りで友く，病菌の子寅悼，分生胞子をも観察し得たので，共後此林lζ於て3では被害木

を材料として，種々たる調査研究するととがIU来た.そして取耽へや大要報告 (25)もして置い

た.目下の所我図では，本道J:'樹木に認むべき被害が知られて居る丈であるが，外園文献に擦れ

ほ本菌は幼齢の林木にも大害を及ぼし而も短期聞に之を枯死せLめるととが明かであるので，

吾が北海道に於ては，共の被害状況，菌の性支え5:が如何なる風でるるか等 ~L就て研究するとと

は茜ぞ必要と思tまれた.依って爾後再三阿寒閤有林Jζ出張して，現地調交をすると共に病菌の

純粋J音養も繰返L行った.筆者。一人Eは林事科卒業報文の材料iζ本!1摘を撰み，野外調査に

参加すると共に，病菌に就て貰験室内で極々な研究を遂行した.共結果。一部を抜ν白て誌に報

告する.

本研究に賞りて，研究費用の一部を支耕して央れた文部省f;:j皐局tz:~{ L誠意を去すると共

に研究調査に種々の厚意と使宜を奥へられた帯民皆外局技官児玉紀一氏，足寄営林医者長藤原

藤郎氏，北大教授中島寅吉民，大津正之氏，前北海道林業試験場長服部正相氏，林業試験場北

海道支場耳託北村義重博士，文献貸興を快諾された北大助教授今井三子氏，薬品の分譲共他。

御四日曜を得た北大助教授宇津道郎氏に封して，感謝の節を申越べ度い.
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第こ 標準地内に於ける被害朕況調査

(i)イ標準地

位置.足寄営林者阿悪事業区第75林班口小班内に在り，阿寒研伐事業所-より野中温泉に

至る道路に添ひ雌河寒岳頂上より約25里の山麓に位す.

地況.土壌は去居約 10cmは関山[t質，落葉等にて被はれ共下約 20cmは腐蝕質壌土，更

に共下約 30cmは砂喋貰粘土，又共下は磯:Lであった.向標準地内κ於て樹根繁茂せる区域乃

ち地支より 30-C:Ocm(jコ深さに於ける土壌の水素イオン濃度は 5.4-5.6にして一般森林土壌

の場合に比し大差ないか又は柏酸性に傾いて居るととが知られた.

気象.特に標準地に於ける蹴測は行はなかったが阿寒郡飽別村字阿寒湖畔に於ける気象要

素調査結果は失掲第一去の如くでるる.

第ー表 気 象 累 年(平均〕

阿寒 経度 144'6'2 緯度 43'259 標高 420m

種べ¥よII I [ I mIwl vl~lwl.IKlxl>>IDI 年

(;2211j;;11ijillJ山;¥-JjJjjilljjjijjljjlil-J111113
<1.5 147.3 216.8 151.4 ]53.4 71.9 1483.2 

。i> 15 15 14 15 15 183 

0.0 2.2 19.4 

1 9 14 85 

1 1 2 2 3 2 26 
ムーーー」一ー一一一ーーームー一ーーーー

以上の関係より見れば本地方は大龍温帯地方中比較的惑い地域と見倣すととが出来る.

材、況.此地域は森!川直物帯上寒帯林に属しトドマツが共大宇佐占占う之にアカエゾマツ，エ

グマツ及オンコ等の針支樹パツコヤナギ， ドロノキ，ヤマハンノキ，グケカンバ，サイハダカ

ンパ，センノキ，アプラコ，メダラ，シナノキ，ヤチダモ，オガラパナ，ナナカマド，シウ F

ザクラ， ミヤマザクラ，オホパマユミ，ェゾニハトコ等の潤葉樹を混請し， 1むクマイザサ，ツ

/ ー
ルツゲ，シロパナシヤクナグ，オホパスノキ，ゴトウヅノレ， ミヤママタタピ，エゾイチゴ，サ

、バギンラン，オホマイヅルサク，サラシナショウマ，フツキサウ，エンレイサウ，ゴゼンタ

チパナ， コパノイチヤクサウ，ヂンヤウイチヤクサウ， ミヤマタ=タデ，ヒメスイバ，タチマ

ンネンスギ，コウヤマシネンスギ，ヒカグノカヅラ，オシダ， ミヤマワラピ，シラネワラピ，
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マ}'9 -ltンマイ，シノブカグマ，ナラヰシグ，クジャクシグ，ウサギシグ等の濯木及草木があ

てコた.尚本地域は阿患圏立公園内にあるが局今より 15-16年前までは杢く林木の伐採は行は

れや，原生林。iU~態を保持して居たが支那事製勃裂と共に優勢木ワ一部は拝伐される様にな

。た.

林木7)生長欣態は略中席で共材質の良好訟もの数多存在するが叉トドマツ，アカヱグマツ

の劣勢木枯損木，有菌木も混在して居る.此標準地上り許可宇旦の鹿κは樹齢約200年のアカエ

ゾマツの純林がるり叉共上の方の傾斜地にはハイマツが帯を形成Lて居る.

調査事項と調夜方法

標準地面積は約1町歩で縦横各100，mの略立方形。直械を間縄で測定した，叉標準地内の

針葉樹は胸高直径 9.0cm以上のものを調査の封照とし立木並に伐根を共に調べた.伐根に於て

は伐根面を直接精杏し腐朽せる場合には夫れが何菌に依りて惹起さ!、たか乞"ii朽型，腐朽欣f兄

貴等により経験を基礎として決定した.叉生立木の場合には経験運うる人夫をとして斧に出る打診を

第二表 直径階別惰朽木本重量歩合
(トドマツ)

I....--L.....I 腐朽木|健全木|腐朽木
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行はしめ又営該木の外部7)形質を参考として腐

朽の有無，程度並に抗原由を決定した.但 L前

者。場合には比較的確買に目的を達し得たが後

者の場合には多少不審の事がるった.叉伐棋に

bりては樹種，時朽の有無地上より伐採商迄の

高さ及伐採商直筏を測定し更に之を別途測定

結果より編成L1t表より立木時の胸高直控を換

算した，日Ij定に営りては輪尺叉は巻尺を使用

し?と.

上記第二表，第三表の如く此標準地内に於

ては針葉樹合計2H本中 116本が鴎朽木であっ

た.共内ト Fマツは高官童文 194本中 108本が腐朽

ネで共歩合 55.67%でるった. 叉アカエゾマツ

は48本中 8木が時朽木で共歩合 16.67?;.でるつ

た.然るにエゾマツにありては腐朽木は十主無で

るった.

向上記腐朽木中 43本は伐根であワて共腐，

朽の特性から鑑定すると 32本は貫パ本菌マ少
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しかも共ノネクチタケに由るものと思はれた.直径階別腐朽木本薮歩合
〔アカエゾマツ)

直径際 1総本数 l腐*1*I健会木 1腐朽木
11 !本数|本数(木監歩合

第三表

内30本まではトドマツでるったから伐根会趨

のiO%が本菌によるトドマツ被害木本童文と見

るととが出来る.若し此比率を此標準地内のト

ドマツ被害木童文108本と照し合はせると 75.6本

がトドマツの本菌被害木と恋り，之は針葉樹童文

の約::0%又ト F守ツ総本教の約40%I'L首る.

但L上述した如く立木で時朽して居るもの

の鑑定困剣並に調査木本童文の寡少を考慮すると

此童文ほ必しも近震と謂はれない.
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方法も叉同様で、dうる.而してトドマツ 200本，アカエゾマツ 100本，エゾマツ 30本合計 330本

第四表 マツノネクチタケに依る

直径階別寵朽木本重量表(トドマツ〉

の伐根11:就き夫々腐朽の有無腐朽菌C種類を
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勿論伏根函で区別し得たカイメン調千でした.

マツノカグハタケ等C被害木は教へた

かった.従って右表わ童文f直は略t宮本菌のみに

グケ，

よるものと見られ得る

第四友より見るときトドマツは執れの直

経階κ於ても[0%前後の腐朽歩合を示した.

濁り 10cm以下の直径階之於ても然りでるつ

たのみたら示、 20cm以上の場合には皆同様

勢此の際準地の地況，林況気象状況等もイ標準地の夫と大差ない.



第軍表 マツノネクチタタに撮る直径 ‘ 
階別禽朽木本重量表ぐアカエゾマツ〉

毅 1和|健Ml腐朽ホ
本聖士 本軍主本軍主歩合

10.0-29.9 10 2 8 20.00 

30.0-39.9 8 2 6 25.50 

40.0-49.9 19 2 17 10.53 

50.0-59.9 51 8 43 15.69 

60.0以上l 12 6 6 50.00 

合 計 I100 20 80 

(149) 

であった.

次にアカエゾマツにるりでは第五表の示す

如<rOcm以上に於ては前と同ヒ桜丘値を示

したが 40.0-49.9cmの階数では僅かに 10・53

μでるった.之ば恐らく調査本数の少1:1:い震

と思はれる. 総怯iを通じた場合には 20%で

標準地のアカエゾマツ腐朽木容と略近いもの

'h~ !>る.

第三にヱゾマツ伐根30本を撰んで、調ttしたが軌れも被害が無かった.

以上回標準地の伐根調査によると針葉樹綿計330本中 121本が被害本であった.而してト

ドマツ総数200本中 101本アカエグマツ線数100本中 20中が本菌に由るもりと鑑定された.之

に反しエゾマツは被害が認められ友かったととは上越の如くであるが筆者等の踏斉上の経験マ

は被害ホを時に見たととがある故極〈少数胃されるものと思はれる.

第三標準被害木に於ける被害程度

上記イ.標準地内D被害木中トドマツ及アカエゾマツ各々 1本を標準被害木として伐採し

皐木に於ける腐朽の欣況を調査Lた.伐採木の撰定には熟練せる人夫をして被害木と思はれる

ものを斧にて打撲せしめ共音響によりて推量し共の上樹幹基部の異常なる腫張，樹皮の兆候，

枝葉日二特質等をも参考として決定した.雨種とも共内部は上越の主fIき被害材を汀したのみ1:1:ら

や被害材片の純粋培養試験によりても目的の材料なることが，m~明された.之等に闘する調合結

果は次の如し.

( i ) トドT ツの場合

樹高20m胸高直径!30cm推定年齢140年でるったが0.3m， 1.0 m， 2.0 m， 3.0 m， 4.0 m， 

5.0 m， 6.0 m， 8.5 m， 10.0 m，及 18.0mの10白.の闘盤を採りて共時朽状況及鴎朽歩合を調ぺ

?と.J~ ち 5.0m の所迄は明力に腐朽し F>.5m の所でも共痕跡があったが 6.0m の所では肉眼的

に杢〈異常が無かった.叉基部復E腐朽激烈で、0.3mの闘盤は己に採集の際中央部が脱落した

程であった・地上1.0m， 2.0 m，及 3.0mの各団盤。朕況は附闘の如し叉各倒盤の断面積及

び区分求積に於ける健全部分と腐朽部分との歩合を算出すれば戎掲第六，七表の如し.



(150) 

第六表 断 面 積
1世
窃 朽 歩 合

(トドマツ〕

闘盤番披l園盤高m.)直 径 cm.¥断 面積l腐朽部直径!腐朽醐醗|断面A積
cm.21 cm.1 cm.2l腐朽歩合%

。

~・
“ 
3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

0.00 

0.30 

1.00 

2.00 

3.00 

4.00 

5.00 

6.00 

8.50 

10.00 

18.00 

第七表

33.40 0.0876 

32.40 0.082，]， 

30.90 0.0751 

28.16 0.0623 

26.80 0.0564 

25.88 0.0526 

24.88 0.0486 

23.92 0.0449 

21.32 0.0357 

19‘52 0.0299 

5.06 0.0020 

直 分 材 積

30.09 0.0740 84.447 

29.08 0.0664 80.582 

25.32 0.0504 67.110 

21.61 0.0367 58.908 

16.95 0.022G 40.071 

13.88 0.0151 28.707 

9.27 0.0067 13.786 

。 。 。
。 。 。
。 。 。
。 。 。

鷹 朽 歩 合

〈トドマツ〉

関盤柑|回目m.J旧日|一一ωl官記事1号7脚lE22主要
。 。 0.0876 0.0740 82.588 

1 。‘30 0.08M 
0.02550 

0.0664 
0.02106 

7広148

2 1.00 0.0751 
0.05513 

0.0504 
0.04088 

63.318 

3 2.00 0.0623 
0.06870 

0.0367 
0.04335 

49.957 

4 3.00 0.0564 
0.05935 

0.0226 
0.02965 

34.587 

5 4.00 0.0526 
0.05450 

0.0151 
0.01885 

21.541 

6 5.00 0.0486 
0.05060 

0.0067 
0.01090 

4.770 

7 6.00 0.0449 
0.Q4675 。 0.00223 。

8 8.50 0.0357 
0.10075 。 。

9 10.00 0.0299 
0.04920 。 。

10 - 18.00 。 0.12760 。 。
.n 20.00 o 0.00133 。 。
合計 0.63941 0.16692 26.105 

、F一一一一一一

即ち以上の表に示さる L如く腐朽は地上より 6.00m を越した附近迄昇って居り樹幹線l材

誌に封する腐朽部分合計との比は 26.105%であった. 又腐朽材積の歩合も樹幹下部~l:甚だ

しかでった.此C傾向は常然断面積腐朽歩合にも見られた.向各断面の平均直径ふら董いた樹幹

解椋国は別掲の如くである.

(ii) ブカエゾマツの場合

樹高 25.3m，胸高直径 50.4cm，推定年齢 175年であった.0.3 m， 1.3 m， 2.3 m， 3.3 m， 
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4.3 m， 5.3m， 7.3 m，9.3 m， 10.3 m， 11.3 m， 1.5. 3m， 1:).3 m， 21.3 m， 23.3 m， 24.3 m，の 15箇国

盤を採りた・之を観るに樹幹基部。園盤にありては執れも海綿欣白色朽'の典型的なものであ

った.叉 0.3mの国盤採取の際には烈しき腐朽のため中心部が脱落した.夫れより上部 10.1m

の所迄は明らかに安色して居り 11.3m の所では肉眼的に時朽の兆侯a:少しも認められ丘かっ

よりて 11.30m-迄はたが潤盤の反I訂(11.2.5m)にては中心部に極〈徴かな捷色部を見られた.

上昇して居ると見て差支へない.

各国盤つ断書司積に於ける健全部と荷朽郊との比率は失帰第八，丸表の如くでdうる.

〈ア，カエゾマツ〉

朽部l腐朽部i!断面積廃朽
径cmI断面積m2I歩合%

断

庭n
 

官
向盤国披昏盤岡

。 0.00 63.53 0.3170 54.50 0.2333 73.501 

1 0.30 60.50 0.2875 51.15 0.2055 71.478 

2 1.3σ 50.40 0.1995 40.02 0.1258 63.057 

3 2.30 44.60 0.1562 34.65 0.0943 60.371 

4 3.30 43.05 0.1456 31.32 0.0770 52~884 

5 4.30 41.55 0.1356 29.30 0.0674 49.705 

6 5.30 40.40 0.1282 2日.85 0.0566 44.149 

7 7.30 38.45 0.1161 23.87 0.0448 38.587 

8 9.30 30.15 0.1026 19.85 0.0309 30.116 

9 10.30 35.30 0.0979 14.10 0.0156 15.934 

10 11.30 34.05 0.0911 。 。 。
II 15.30 29.95 0.0705 。 '0 O 

12 19.30 20.80 0.0340 O 。 。
13 21.30 15.48 0.0188 。 。 。
14 23.30 8.35 0.0055 。 。

噌，
。

15 24.30 4.70 0.0017 。 O ，0 

合

筏ベ山積n12lE

歩幸吉腐積商第八表

合てアカエゾマツ〉歩本E惰積材分直第九泰

0.10505 

0.08565 

0.07220 

醐械!日高 ml断面積一l区分材UJE品霊iEJ鴻31EZJL雲
72.588 

68.028 

59.066 

56.759 

51.351 

47.005 

0.06582 

0.16565 

。 0.00 0.317 0.2333 

1 0.30 0.2875 
0.09068 

0.2055 • 
2 1.30 0.1995 

0.24350 
0.1258 

3 2.30 0.1562 
0.17785 

0.0943 
0.15090 . 

4 3.30 0.1456 0.0770 

5 4.30 0.1356 
0.14060 

0.0674 

持lIuhert(18. p. 370)はF'onle;allnosuョの腐符~に川Nhite-spongy rot"なるま吾を用ゐてゐる.



1 91腐朽部 l腐朽部分 I[孟材積分
断面積 mZ'底分材稜 m l l I =NT'~-I 断荷積回|随分材積が| 腐朽歩合，~

41.503 

34.715 

23.192 

8.254 

0 

0 

0.0;200 

0.10140 

0.07570 

0.02325 

0.OfJ780 

0 

0 

0.0566 

0.0448 

0.0309 

0.0156 

。

0.13190 

0.24430 

0.21870 

0.10025 

0.09450 

0.32320 

0.20900 

0.07920 

0.02430 

0.1282 

0.1161 

0.1026 

0.0979 

0.0911 

0.0705 

0.0340 

5.30 

7.30 

9.30 

10.30 

11.30 

15.30 

19.30 

21.30 

23.30 

6 

7 

8 

n
g
n
u
'
A
 

噌

i

T

A
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凸

V

A

U

A

U

n

v

。
。
。

。
。
。
。

0.0188 

0.0055 

0.0017 

12 

3

4

5

 

'・A
噌

E
A

唱
E
a 。O 

。
0.00360 

0.00057 。
24.30 

25.30 16 

土土し一ーし一一~__I竺竺1_~J_~~6452~_1竺と

乃ち以上の如く1高*1]は地上 10λmを少しく越した所迄上りて居り樹幹総材積に封rる腐

朽部分合計-との比は 34.?37%であった.叉材積腐朽歩合は樹幹下部程大でるったが此傾向は

首然断面積腐朽歩合にも見られた.

向各断面に於ける腐朽却の千均直径に基いて葺いた樹幹解訴闘はさた闘の如くである.

被害木友被害材の蹴況第四

被害立木の外観(病紙)としては枝僚並I'W針葉の寡少，幹形の不整，樹皮の異常，樹脂D泌

Neger (39)は一般的

落葉と強度の樹脂分泌を本病の兆候として掲げ居り，叉 Hopffgarten(17)は被害ドイツトウヒ

の樹脂分泌並に皮目の異常隆起損大を民民並に記述を以て指摘して居る.叉 Hiley(16)は樹幹

tli等を努ぐるととが出来るが執れも経験上初めて貢定出来る特徴、でbる.

基部の膨大.を挙げ居れか

筆者等も阿寒国有林に於て調査中伐木夫が所謂「白鴎.れ」と揺する被害木のAA況に就きて

教へちtl且つ観察した所によれば被害トドマツにるりては校跨並に針葉の比較的貧弱樹皮の鬼

IF，樹幹下部の呉AA肥大等を認めた・共他地上に現れた比段的太い支根等に於ては内部乙腐朽

を共憧見るとともある.

伐J君又は風f!lJo樹の根株又は支根上に鷲足し得らる主

を以て容易に遭遇したい.よりて通常被害立木の鑑定は経験者によりて斧を以て打撲して費す

る異常普響を標準とするか又は直接生長雄を用ゐて内部の被害材部を取出して判別するととが

出来る.

又子賓館並に泊.赫塊o現tl¥はJili死，
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次に伐採D上現れたる被害材部の欣を観るに腐朽の最も烈しい伐採高断面にありては熟材

又は心材D大部分が黄色叉は*賀補色に費ヒ或ぴは綜椙の皮を重ねた様に或ひは郁子来賓の外

勢ト Fマヅ C材は通常事白色 C陀arnsuff (42)でりが被害部は淡褐色仇hraceous(42)である.
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設を切断したかの如くなり回盤を取りた時には共部分が技けlHすととが多い.筆者等の調査材、』
料。内でトドマツの場合には最下の国盤 (0.:3rn.) で、は外部辺~ 48-50年以内は全く腐朽して

居た.そして 30-45年の問は柏軽慨で九型的な腐朽を現した.一般に年輪幅の大なる所が腐朽

が激、しかった. 更に地上1.0rnの図盤では外側より 4.:3--47年より内側、か年輪不明で、地上 4rn

の国盤では中心の底でとド控 5crn位の固形部が全く腐れて年輸を認め得なかった. 又地上 5rn

の庭では外側より 60-70年以内が年輪不明で、あてコた、

自民主地上の国i盤では未だ茜しく腐朽してないえ号材の部に底々に限られた援色部分が見える

ととは添附応民!i;lIの如くでるる.

ヨえに縦断面に於ては腐朽部のtiE目方向。は上述。如き分離した年輪薄枇の集積が認められ

又紋目方向で、は菌締で穿tLtc孔の集宅が宛かも降自欣に見える又アカエメマツの場合には本

菌の病状。-0でるる;J、形白色!室内の黒黙が散在するのが認められた.Hiley (16)は欧洲カラマ

ツの場合に就いて此賠主詳遣して居る.iEし執れの場合にも必十存すると云ふ程でないととは

Neger (39)及 Hopffgarten(17)り指摘する如くでトドマツρ場合にも少しも認められなかった.

f{o' y:i上述の誌な地上部樹枠内部の関朽!U，が大きな支根の心材部に績いて居るととは添附詰
員闘の如くである.又恐らく細遣の作用によりて起ると忠はれるが以上の腐朽部が時を粧た後

には水分をと含んでお柔設とたり宛かも濡おiiの虫nくなり居るとともるった.或ひは健全部とθ掛

に極く薄いパラフイン紙状の菌綜組織が存したとともあった.

以上の外に被害材の鏡見的特徴を記すべきであるが都合によりてま互には省略する.

第軍病原菌の形態

(i) 菌綜. 無色透明で、隔墜を有し且自由に分岐する.太いものは 3.5-5.0μ 細いものは

1-2μ でbる.木材関朽ノコ初期に於ては通常[民導管の肢孔を通じてーより他に漫延して居るが

J 後に至りては菌給自身より分辺、さる酵素に白りて膜監をi容解L共庭に小孔を明ける.Hiley (16) 

に操れば1ú~ り{民事管。みならすな樹脂道，樹脂細胞，射出組織の細胞並に柔組織c細胞にも見出

されたと吉ふ.叉従来欧米各国D研究者に擦れば本却の菌訴には相子躍を見ないと報じて居る

に拘らす最近ノールワェーの RollHansen (11)は芽芽寒天培養基に培養 (20勺c)した場合に菌

綜の担子臨を観察し之を忠良で示して居る.筆者等の研究にJ!>bて冶培養基の程類.培葺温度

を鑓へて培養したものを鏡見したが迭に見営らなかった.

(ii) 分生胞子及分生胞子梗. 分生胞子梗は特に幅の民、、菌締の上に生守る.唯1本のとと

もるり又分l比して童文本になりて居るとともあった.且2-3箇の隔壁を有して居た.共尖端は柏
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膨れ共縁端に小柄が生ヒ之に分生胞子が附いて居る.分生胞子恒を測定(50筒)L'Iとが尖端の膨

れた部分は 8.5-17μ.平均 12.5μ で附根の菌訴の腕は 4.0-8μ，平均 5.96/~であった.乃

ち普通の菌綜に比して和太い. 更に分生胞子は無花果形又は桔図形で、共大さは成熟せるもの

500筒の測定では長径 3.5-7.0μ，千均 4.9μ，短絡 2.5-4.5μ，平均 3.8μ であった.Brefeld 

(5 p. 169j fi長佳、7μ 短径 4，u， 時には長径1'>-25μ，短径 12-20μのものがあった事を記

して居る.叉木菌に外見が類似して時に混同され易いレングハグケ PoljlstictusPel zooni (Fr.) Y跡、

= Fomitotsis倒的出 (Murr.)Irnazeki (24)にありては是亦分生胞子を生やるととが草者竿の研

究によてり明かとたったが，共大さは 100筒の測定では 5-9x3-6μ，平均 6.7x4.4/1で本車j

の夫れによとすると明かに大形で・此貼でもマツノネクチクケとレングハグケとはFE別出来るとと

が理解される.

分生胞子が護芽するときは種々の方向から殻芽管がmる.時には11、柄Jι部分から1:1¥たDを

翻た.

(iiil 子賢睦の観察. 本菌の子賓轄の形1止に閲して Hiley(16)， Cartwright及 Findlay(6)， 

Hubert (18)等は通常サルノコシカケ肢と初旬月えとのこ程の型があるととを記して居る.筆者

の一人亀井が阿寒罰有林で、採集したCはvlれも後者の型であった.乃ち第1同は道路開設の窮

め掘り出され診輔されたらしい，トドマツ大但木刀伏根0支根の基部の樹UU:に附着して日ーた・

従って伐倒後議在時を経たものと思はれ子宮臨も亦和古いものであった.致問のUltl宏指図形。

舛廓を持。た千旦な菌ILで、路端は多少im凸を千jL菌孔部は荒白色又はiTjt.fiJ色で芸而(中;;部)は茶

褐色を呈して居た.最大なもむは長担~ 20 CID. 短符 11CID.厚さ 2.3CID. (第5r日IJもあった.斯

かる子貫障が樹皮に設生附着せるiJkは宛かも大きなピツケットか麹弛の切片を貼り付けた如く

でるった.そして Hartig(11)同腹 1(l) 1の切に買に泣きととを今更に深く感じた.恐らく此

薗草が護生 Lた昔時は観察者の遭遇したJU~態には別友風に樹根が位置して居たに主主ひない，又

斯接2主護生をするが母にとそ落葉ゃ平に話され易く人の日にffき難く，樹根Jつ問国をiJl:fP1iずる

鼠類に依って胞子の停播が行ばれるのだと忠はれた.第2同はク主張-り同地域の道路分l技貼間近

でアカヱゾマツえ木が近時Jflt簡に遭って倒れたらしく側根の或者は地上高い所11:位置して居た

が共中の}担。尖端近くに護生して居た. それで恐らく此子寅臆は地rfl叉は地表近くに存した

ものと想像された.前回のものより遥かに祈鮮なものでるった.第3同はトドマツの大木の根

本jcの飴程古いものの表面に出て居たが子賞開は寧ろ:rdi'・しい方であった.樹幹T部の側面に護生

して居たけれ E も前と同様千旦な形でリルノコシカケiU~ を呈して居なか‘った.尚子質問に関す

る分類撃的記載文は Shope(43) (:8;の著書に詳記されてるる故に省略する.
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第六病原菌の生理的性質

(i)病原菌の分離

質駄に使用した病原菌々献の系統は次の3であった.

1. 昭和 17年 11月1日阿寒園有林第 75林班内トドマツ被害白腐朽木材片より亀井が分

離しだもので之をAと稿する.

2. 昭和 19 年 5 月 19 日向上林班ろ小型E内の被害トドマツ地上 'O.3m.'.~跡む恥己嚇で腐

蝕甚しく菌綜頗る豊富に繁茂して居た腐朽材片より筆者。一人星が分離したもので之を B志穂

ナる.

3. 2と同時期間箇所でアカヱゾマツ被害木竺腐蝕部より星が分離したもので之を C，=稽

する.分離に際しではアルヨ{ルランプで腐蝕材片の表珂を殺菌し之を婆芽寒天培養基の上に

置いた.斯くして 24"'Cに!呆った定温器内に容れて置くと通常5日位で材片の小口の庭に純白

色の菌叢が現出するにが常でるった.時には共或者が集9て紐欣になるとともあった.が Lる

菌まが居養基の表面に達し更に生長を槙けるのであったが暫時Z後に共表訂が柏紛献に見たる

掠ーになる.走れ分生胞子が生じた誌である.色も又柏、茶褐色を呈して来る¢が普通で、bった.

通常種々の生理的賓験に用ゐたのはBであった.

(ii) 各種培査基上に於ける病原菌紛の生長

各種成分の培養基に封し:本菌菌締の護育J状況及伸張速度等を筑明せんが詩に以下の寅識を

.行った.

本賓職に用ゐた場養基ば醤油寒天本，萎芽寒天，馬鈴薯寒天，人参浸出寒天，玉笥黍船来

寒天培養基，ツアベツグヌ合成層蓄基，ペプトン加用合成培主基，アスパラギン加用合成培養

基の 8糎で敦れも 500ccの三角フラスコの中に 200-300ccを容れ高麗設菌器で 120'CID熱，

後醤f由寒天培養基3 醤油 50CC，玉葱浸出液 150cら薦縛 25gr.，蒸領水 800CC，寒天 35gr.

ヨ辞穿寒天t書養基: 喜容芽粉末 40gr.，蒸鍋水 ]000CC，寒天 25gr. 

馬鈴薯寒天培養基: 馬鈴薯 500gr.，楽観水 1000cc寒天 20gr.

人参浸出寒天培養基: 人参加ogr.，蒸領水 1000cら寒天 20gr.
玉萄黍粉末寒天培養基・ 玉濁黍粉末 15gr.，蒸筒水 1000gr.，寒天 15gr. 

¥ 

ツアぺツクス氏合成t;t養本: 硫酸苦二土 0.1gr.，燐酷ニカn塁 0.2gr.， ~鍾化加盟 0.1 gr.，硝酸暫遥 0.4gr.，藤

糖 6gr.，硫酸銭 0.02gr.，粉末寒天 4.0gr.，蒸鎖7}(200gr. 

ペプトン加用合成培養基: 布萄糖 8gr.，ペプトン O.8gr.，燐殴=加盟 0.05gr.，炭酸石灰 0;02gr.，硫酸， 
書土 0.4gr.，粉末寒天 4.0gr.，蒸鏑*200 gr. 

アスバラギンカ日用合成士宮養基: 葡喜!糖 8.0gr.，燐酸一品加盟 0.8gr.，アスパラギン 0.8gr.，燐酸ア V モユヤ

0.4 gr.，硫酸苦土 0.4gr.，炭磁石灰・0品 gr.種化石灰 0.02gr.，粉末寒天4.0gr.，薫績水 200.gr.
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15ポンド塵で 20分間殺菌した.之を殺菌ペト P皿 (8.0x 8.0 cm)に 1簡に就き 20Gc.位宛性加

し培養基が冷却回イヒ後共皿の中央表面にBりに試験管内培養基上に培養し置きたる薗叢のー部を

僅少~悪天片と共 tc移植した.又 1 種類の培養基に封し 3 個のベトI)JIllを用ゐた. そして

26
0C ~保持せる定湿器内に置き穆事直後 12 日迄櫨醸培養し毎日 1 同定時に菌締の生長度主測9

?と.その結果は戎掲第十表の如し.

第十表 各種培養基上の病菌々線の生寮

ぷ:1狩寒天!哲f白紙|塁月|人参列V-委137213に!…
cm cm Cm cm cm cm cm cm 。 0.72 0.73 1.03 0.80 0.78 0.92 0.77 0.87 

1 0.72 0.73 1.03 0.80 0.78 0.92 0;77 0.87 

2 0.72 0.73 1.03 0.80 0.78 0.92 0.77 ~;S7 ‘ 

3 0.72 0.73 1.03 0.80 0.78 O.官2 0.77 0.87 

4 1.40 0.98 1.03 1.00 0.78 0.92 0.77 0.87 

5 2.13 1.23 1.30 1.45 0.78 1.10 1.33 1.47 

6 2.88 1.58 2.03 1.97 0.98 2.07 2.43 1.80 

7 3.57 1.72 2.63 2.35 1.28 3.05 3.57 2.50 

8 4.83 2.211 3.50 2.82 1.47 3.83 458 3，05 

9 5.83 2.77 4.18 3.17 1.60 4.93 5.53 3.32 

，.)0 2.98 4.77 3.32 1.83 5.83 6.23 3.70 

11 6.98 3.25 5.18 3.57 1:83 7.02 7.10 4.07 

12 7.70 3.52 5.58 3.82 1.83 s.23 7.98 4.42 

以上の結果から見ると移植後 3 日目迄は碕ん E室中薗締が現れや 4~日目より伸び初めたも

のが多い. 生長蓮度の最大たのはツアベクス民合成培養基にして決でアスパラギン，Jt茅，

詩鈴薯，ペプトン，人参，醤油及び玉濁黍寒天母養基の順序であった.黙し一番生喪主子・きツT

ベツクス合成培?を基を始めとしアスパラギン合成培養基及び、ペプトン合成培養基等にありては

銅旬菌締が極めて疎に薄〈培養基上を延び庚がるも殆んE空中菌綜は見へや， されほ此数値の

みを以て生長の程度を決定するは不穏嘗である.

叉 1 日に於ける菌締のf申張量は~芽寒天培養基に於ては 8 日目， 9 日目が大で， 1日約 1cm.

内外も主主長Ljと.一方生長。劣れるは玉萄黍寒天i昔養基で長大友る場合で1日に O.:'cmを越へ

~治まった.市して 10 日目で己に生長~停止Lた.

空中三(赫は一般に短かく醤油寒天培養基上に於てー呑長かった.

菌叢の着色は馬鈴薯寒天培養基でクリーム色に着色L7とのみであった.叉教れの培養基も

本菌菌締にて着色するととは友か。?と・

要芽，醤油，馬鈴薯寒天培養基上にては約1週間にして分生胞子を生ヒ?とるも他の培養基
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では2週間に至るも生巴たかった.

執れの培養基上にも 1箇月後迄観察しても子賞瞳を費生したかった.

土建の如く萎芽寒天照護基上にては菌務、の 1日の王子均生長量は約 1cmでるったが，Cart-

wright & Findlay (6)の試験成績では萎芽寒天上の生長量が 1.5cm {立たりと云ふむに比して

柏劣れるも大なる差はない.

(iii) 菌綜の生長と温度との関係

イ誼湿の決.定

木材腐朽菌の'菌綜護育に及ぼナ温度の影響に関しては己往に於いて多くの研究報告があ

る.例へば Malenkowic(35)， Fa1ck (8)， Snell (44¥北島 (30)，Humphrey (19)，及 Humphrey

& Siggars (20)等の如き之である.殊に Humphrey& Siggarsは木材腐朽菌の種類並に共系統

に依りて各々の護育温度の酷から三群に類別し 240C以下のもの，〆24-320Cのもの及 320C

以上のものとした.そしてマツ Jネクチタケを第三の群に編入して居る.叉北米の系統は12-

440C P'lで殻育し誼温は 340'cでるるが欧訓系のものは 10-320C内で護育し 24"Cが誼温で

あると殻表して居る.然らほ本研究に用ゐ'k北海道の系統は如何なる群に入つるかに就いて知ら

んと次の賓験者と試みた

醤油寒天， ~事芽窓天，馬鈴薯寒天及人参寒天培養基をペトリ皿に約 20cc 宛容れ (1 種の培

養基に封して各々 3皿宛とす)届王子となし之に別に新しく試験管に培養せTる本菌叢中の薄き部

分のーノj叶を取って培養L，所定の温度 (22，24， 26， 28及300C)を正確に保持せる定温器内に

9日間保ち護育して来た菌叢の直径を測定し平均して比較した，其結果を総括表示せば第+ー

衰の如くである.表中(土)は極めて僅か成長せるもの(ー)，は杢〈生長しなかった場合の印で

第十ー表各種温度に於ける酋綜の生長

¥¥In"a >fp! 

培養五ぐ]泊。CI 24CC 12刊 I280C 1300C 

多芽寒天(sFIBani42
哲 f由寒天 I5.09 I 3.63 I .3.77 I土
馬鈴薯寒天¥6.85 ¥ 5.73 I 4.18 

人望号嬉天 I5.05 I 3，17 I 2.02 

平均I6.47 I 4.60 I 3，41 

ある.

一方 200C以下の温度に於ても寅験を行

ったが設備不充分の詩十分た観察を注すとと

が出来君主かったから表に掲げ泣かったが 20。

C前後の時:ti220Cの時よりも明かに生育成

況恵く，結局菌締護育の最適温度は 220Cな

るとと碓賓でるる.又 28CCに於ては 10日経

過するも依然として菌献を護育せ歩僅かに醤油寒天培養基の血 1箇に徴かな伸張痕跡が認めら

れただげであてコた.そして 11日目より室温 (250C内外)に保ったのに共後3日にして執れの培

養基にも順調の生長を開始するのを観た.又 30"C'I'i' 9日間保持したものも 10日目より室温に
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保ったととろ前と同様3日目より順調の生育を見た・又馬鈴薯寒天培養基上にては室温に保ち

てより 12日目でペトワ皿金面を覆ふ程の生長をした.

他方に於て試験管内妻芽寒天培養基上の菌締を氷槽(約ooqに入れ10時間放置したが共間

少しも生長したb，ったが室温に戻すと順調な生育を始占うた.

以上に依りて本菌菌赫の護育最適温度は 220C乃至 230Cで最高限界温度は 260C乃至 270

Cでるるとと，280C乃至 30"Cで 10日間培養するとき全然護育しないが，之を誼温近くまで

持ち来せば順調護育をするとと，及。"Cで10時間内には少しも護育しないが適温近くへ持ち

来せば順調設育をする等の事が断定出来る.而して是等の結果から筆者等が用ゐたマツノネク

チタケは Humphrey& Siggarsの分類の第1若手乃ち好低温性菌でるって本菌の欧桝;系白性質

によく類似するものであると言ふととが出来る.

ロ 致死温度。決定

木材組織内の菌糸又は菌系夫自身が高温によって死i威する限界をと知るととは防菌封策等に

取りて緊要D事である.叉同じ高温でも乾熱と漁熱とで前の抵抗力が異るととは Snell(44)等

6護表せるま日くである.試験方法にも材中の菌締に閲してなす場合と試験管内の培養基上の菌

締の示す抵抗力に就きでなす場合とるるが，筆者等は後者。試験に止めた.15ち~芽寒天，醤

抽選天及奏芽月日汁D培養基 (IOCC)の入れる試験管培養基上に菌締を移植し適温 (24"C)にて生

育を始めたる後高熱試験に供した.夫れが馬めには湯煎鍋の水の温度を所要の高さK保ち此中

に前記の培養試験管乞挿入した.強備試験によって試~%:管内の層養基の温度は湯煎鍋中の湯D

温度と一致するには試験管挿入後約1分で充分であるととが確かめられた.試験した温度の高

さは 40oC，450C及 500Cの三階段で侵漬時間の長さは5分， 10分， 20分， 30分， 60分， 120

分。階段とした.叉比較の露め全く庭理しないものにも培養した.而して如上の高温慮理の菌

綜は共後直ちに取出して 24"C前後に2週間培・養して護育のj氏況生死如何を調べた・共の結果

第十二表の如くであった.表中+とbるは向護育可能を意味しーとるるは何等議官の欣を

示さなかった標しである.

第十ニ表 高温度慮理巳於ける菌綜の扶況

すト慮1211tJIZ二I_~0 す 11UJ竺~o:.1 竺f­
温度\ミ湾冬醤寒多照l多気官名多煎i多寒i習零歩煎家宅醤寒I~長煎 lヨF冬琵寒J重要珂多寒醤寒l劉ií:~冬:費量気多煎

:l:1:|:l:|+IJ17i十1+1十1+1十1+1十1+ 1.+ 1 + 1 + I + I + I工
500 



〈主的〉

乃ち上表より本菌は 400Cに120分間培養するも菌綜は死滅したいが 450Cにては 30分

を経るも略ぽ死域せや 600分聞に至りて明かに死滅した.又50。に於ては5分間培養するとき

己に死滅するととが明かとなった.之を要するに本菌は高温に封ずる抵抗性が比較的少いとと

が分ったのである.

(iv) 本菌生育I'C劃する酸素との関係

木材構朽菌の議育と酸素との闘係に就いては従来種々の報告が震されて居る.乃ち Falck

(1舶9)，Munch (1907-1908， 190ii-1909)， Hardar (1909)， Hoffman (1910.'， Bavendamm (1928)， 

Scheffer & Livingston (1937)の如し，我園にても北島氏 (28)はカイメンタクの研究に於て

B¥!chner氏法を用ゐて酸素の扶乏に封する闘係を見て居る.叉昭和5年同氏(30)は建築土木用

材に費生する木材腐朽菌31種を酸素徐却の下に 1週間培養じたが 30種は皆杢撚護育を認めな

かうたのにカタウロコタケだけが僅少なる護育をしたが此際酸素除去に伴ふ減塵の影響は認め

られなかったと云ふ.本質験に於ても大様北島氏。方法を採用した.乃ち試験管は大小2種類

を用ゐ，甲は口径 3.0cm長さ 18.5cm内部容積 110ccで共底部1'C.5μ のピロガロール2Occ，

25 ~~の苛性加里 10cc t容れ乙は口径 1.8cm，長さ 12.5cm内容積 25ccの小さたもので

其中に菱芽寒天培養基 10cciと容れた斜高と友し之れに本菌c薄き菌叢の一片を屠養して軽〈

綿栓をし，之を甲管の中に容れ込みにし甲管の口にコルク栓を施し更にバラフインにて完全に

密封し之を 230Cの定温器の中で 10日開場養した. ~ì~ま重俊品を 2個合計 3 簡の試験管装置

を作った.更に比較白矯め装置は全〈同一なれ共ピロガロ戸Jレ及苛性加里の代りに蒸溜水3仰

ccを容れたる封照をも準備し前と同様に定温器内に置いた.以上の装置をして培養後10日後

舵コルク栓を抜き甲管より乙管を出して観察した.結果は;#(D如し.

1. 封照D試験管にありては3本共全部菌締が順調生育をなし培養基の表面全曹に亙りて

菌叢を形成して居た.

2. ピロガロ ~;L，苛性加里を使用したものでは No.1No.2試験管に於ては菌耕は完全

に倒伏し生長の跡が見へたかった. No.3の試験管に於ては空中菌締は寒天片上にて倒伏せでお

割合に長い白色おii毛J伏空中高i糸を出して居たが然し生長した跡は見られなかった.共の後之れ

を貰験室内に置き共生死を観察したが3日後には No.1， No. 2の如く倒伏せる菌糸からさへ

も白色綿毛航空中菌赫を放出し順調なる生育を遂げた.

之を要するに本菌の菌糸は酸素の扶乏せる所にては 10日聞に亙るも全然菌糸の護育を見

守，酸素D供給を見るJz:.至って順調護育をするととが知られた Hopffgarten(17)は rMunch

及 Bavendamm雨氏の誠輸に擦れば此菌は著しく多量。酸素をと共生育に使用するので，湯気l>
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り酸素含有量の少なからざる新鮮な土壌に普く愛育するととを明。にされた」と述べ居れるは

叉上速の事賓と共協を同じくすると謂ふべきでるる.

(v) Bavendamm氏の反躍

1928年濁人 Bavend乱mm(2)氏は浸食予酸又は草卒酸等の，i.主張を添加した培養基上11:木材

腐朽高を培養した場合に材の白色朽を基因するリグニン溶解菌は同級護基 Uz:制色の所拐酸化

帯を形成し，招色朽を基因するセルローズ溶解菌は全然之を形成しないと云ふ事貨を護表し

九氏:まピロガロ【JV，ハイドロ.rノ戸ン，レゾルシン，グワイアコーJv，浸食子酸，チロシ

ン，フロログルシン及車寧酸の試薬を用ゐ，ナミグクケ，ヰドタケ，ムラサキウロコグケ並に

欧洲虐の本自立の四自立に就て寅験を行なったが， ピロガロー ll~，ハイドロキノーン等では好結果

を得られなかったが早寧酸及設定子醍では好結果を得た.同氏は此現象はリグエンi容解碕の分

泌する酸化酵素 rr::. よるものと解稗し.セルローズ溶解菌は之を分泌しないもD とした.爾3t~此

事貰ζ よりて或菌が白色朽なりや否やを決定するさとに賛成する者ぬま多くなった.吾園にでも

逸見(11))氏は屡々之に閲して寅験した結果を報告して居る.

本研究に用ゐ?と Fomesannosus菌に閲しては巳に Bav巴ndamm氏が試験した所ではるるが，

北海道産Dものが果して然るゃに閲して確かめて置〈必要があるので弐心賞験を行った.

本質験に於ては渡会子酸及収率酸の2E重穎の需品を使用した.而して共濃度は 0.5仇 0.25

払 0.1払 0.05%の四種D柴液を添加した屠義基の他に比較の詩め無庭]oHの培定基をも作った.

斯くの如く調製せる各濃度の埼養基を強め乾熱設菌せるぺトリ皿rc夫々 20cc宛容れ暫らく放

置し培養基を同化せ[めた斯る培葺基を入れた皿の中央に別に試験管に純粋な養せる本菌の

新しき菌叢の一片を移植した.叉各濃度毎にペト P皿3枚宛を使用した. 9-12日間 25"Cの

定温器内引昔養佐麓け，毎日一定時に観察すると共に共生長量を測定した共結果はグくの如し

1. 設食子酸加丹j培養基に於ける反腔;

無慮理D場合に於ては菌綜土順調に愛育を槙 J9日日には菌叢中心部はクリ{ム色fて着色

し且密なるピロ{ドj氏を呈した.而して培1~~基の色も全然鑓らや 9 日日 D~î叢の平均直径は

5 

0.05%添加培養基tに於ては移植後2日日に平くも移主任せる寒天片の爪胞に淡泊色の酸化

帯を形成し?と.菌総も滞i弐護育を主主デ9日目には菌長平均直径は 4.62cmであった，且菌哉の

周園は濃茶抱色を呈せる幅 0~5-0.8cm V酸化帯により固まれて居た，中心部より遠ざかるに

。れて酸化帯の色も淡くなった.

0.10;10添加培養基とに於て立lJij同様2日目;乞して移被せる寒天片の周囲に茶褐色の酸化帯
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を形成した.共後菌叢の蹟張jとつれて酸化帯も共の外側i'z:蹟がり 9日目に至るや菌叢は平均直

径 3.28cmとなり共周囲 0.5-0.8cmは黒褐色の酸化帯を形成した.而して中心より遠ぎかる

につれてその色も又淡くなったが概以ペトリ皿金面に亙り褐色に費じた.

0.25 ;vo添加培益基J-.に於ては前同様 2日目にして校色。散化帯を形成し 9日目にして菌設

の千均在住は 2.2cmとなりモの周囲に悩 1-2cmの濃黒!日在!酸化帯を形成した.その外側は

漸次色も淡くなったがペトリllIl.全面に亙りて略補色となった，且菌訴の護育は著しく阻害され

薗叢も叉疎であった.

0.5 ;vo添加培養基上に於ては2日日にして平くも千均直径 3.0cm内外の淡褐色の酸化帯

を形成し?と・ 9日日に至るも菌オ、杢然護育せす=而して培lflJsはペトリ皿金面に亙って濃黒掲色

に礎じた， 2さt!~菌糸は杢く J.!. られなかうた.

日々の菌糸の平均生長量を記すれば!-ill・三表。如し.

ib十三表 浸食子宮主主日用培養基上の

本菌菌総の日々生長量

¥ie' ，rr-; ! .. . I 000  • I 一

1'<.， 0μI  0.05 % i 0.1 % i 0.::!5;% I 0.5 % 
II W.i:¥¥ 

c 川 】H川¥¥ ぐ引川l川¥l じl川Lは I • Cn 

o I 1.10 I 1.15 i 1.1'1 I 0.83 I 0.88 
1 1 1.10 1.15 1 1.17 1 0.83 1 0.88 

2 ! 1.1 0 i 1.15 I 1.17 I 0.8:1 I 0.88 

:1 1.:10 I 1叫1.17 0.83 0.88 

4 ! 1.65 i 1.8:1 : 1.17 I 0.83 I 0.88 

5 I 2.3::! I 2.3:1 I 1.27 1.0:1 0.88 

6 : 2.87 2.83 I 1.58 ! 1.27 1 0.88 

7 ! :1 :18 I 3.40 2.09 I 1.62 I 0.88 

8 4.40 I 3.97 I 2.75 1.92 0.88 

9 I 5.55 4.62 3.28 I 2:20 1 0.88 

0 日欄の!政干y:は穆抗せる円の}奇設直径(~引く 1 1 をも含む).

0μ行の ~~i字は )::t底辺の踏ま主 JJ.; Lに培養そる菌点直径.

以との結果を要約ナhば本菌は 0.05;10

以上ζ濃賓の浸食子酸加!有馬鈴薯寒天培養

基上に於ては褐色の酸化帯を形成した.而

して濃度の高まるにつれ酸化帯の幅も [J{b~

り共色も濃くなった又濃度の大なるにつ

れ菌糸C護育も海i共阻害され 0.5;10添加培

養基上に於ては全く菌糸の護育を停止した

之等より見るとき Bavendamm(均氏の;止

を採用すれば本菌は己に同氏が此説護表の

論文に於て指摘せる如くリグそンi容解菌で

あると断定し得る.

向上七段。ため同じくリグェン溶解菌と

して知られて居るコフキザルノコシカケに就ても以上と同ほの試験をー試みたが，此場合も前記

と同様の浪支の場合に股化市乞形成L浪!1[高まる tζつれを芝育が阻害されるととを見，たJ之K反

しセJt.-ロ{ズi容併菌と見倣さJじて居るツガサルノコシカヶρ場合には 0.05-0.5;10の濃直の夜

食子陵Jm用 Xßt~J~!~ßノミ土庁長正上に於て全然酸化ti? を形成せす九 叉i良吏の高まるにつ(l軒j菌糸D

生育は抑止生られたがg{~ し全然加 rlせざる場合に比して左陸の越化日認められなかった.乃ち

マツノネグチグケ， コブキサルノコシカケの l易合とはi閃かに相違して居た.之等に閲する詳細

は誌には省略する.
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2. :tj1寧酸加用晴護基に於ける反臨

培養方法等は杢く淡食子酸を使用して行なった時と同様で主、る.

無慮理(0%)の培養基1:11:於ては前記同相、菌糸は移杭筏 4日目より殻育し始め共後生長も

順調にして 9 日目に至るや菌叢の r~l心部はクリ{ム色となり加ふるに寅色の7J;摘をも生じ閣議

一般に密なるも，空中菌来は柏短かく菌叢はピ廿戸 ]..'1[たとなった.

0.05% 添加堵養基上に於ては移植後 2 日目にして平くも移杭せる:忠夫)\"の同国~[酸化命を

形成ι9日日K至るや酸化帯の色も軒j濃く茶紘色とた:るも菌来の護育は O%I'C比して軒j劣り菌

叢の平均直径も 2.98cmにして幾分前者上りノj、であった.

0.10%添加l培養基上に於ては移杭後2日目にして平くも移航せる寒天片の同閣に酸化帯を

形成し9日目I'C至るや酸化帯の色も褐色となった.菌糸C護育も相官阻害され平均車i叢直俸は

2.53 cm にして前者よりも幾分小でるった.

0.25 % I'C於ては移植後2日目にして酸化帯を形成するとと前と同様たるも 9日目K至るも

菌来護育せ歩酸化帯のみ棋がり 10日日に至り手'f]菌来生育L始め， ]2日日にして平均由主直径

1.77 cmとなった.その周囲の酸化帯は黒柄色で前者に比すると相古色も濃く叉幅もE青かった.

0.5%に於ては 0.25%~於けると全く同様にして 9 日日に至るや酸化帯の色はiJl%黒制色と

なり菌糸は殆ιE仲びなかった.尚毎日の菌43の2f;!bJ生長量を表示すれば第十四去の如し.

以上を要するに本菌は 0.05-0.5%の

濃度。草寧酸加用馬鈴薯寒天培養.j~~上K於

第十週表 .fi翠酸加周培養基上の本菌菌線

の日臼生長量

ば付 074ては柄色の酸化帯を形成する.市して濃度

の高まるにつれ酸化帯c色も濃くなっだ，

叉濃度が高まるにつれ菌綿7コ生長も劣h 殊

に0.25%以上:I'C於ては著しく護育は阻止さ

れた.

之等より見るとき Bavendamm氏の説

を採用すれば同氏が己に本国κついて遮ぺ

た如くに本国はリグエン:容解菌と見倣され

得る.
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第七北海道主要樹種に到する腐汚試験

人工的に培養した腐朽菌置、i締を種々なる樹障の木村小)r I'L移植して共M献の作用によって
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腐朽程度を比較して耐久性を見るとと乃ち所部比較抵抗力を調査した例は 1904年 Tubeufが

ナミダタケに就いて行って以来多くの人人が多く¢菌と樹障を用ゐて得た結果が報告されて居

る.我閣に於ても北島氏 (29)，(32)， (33¥逸見，赤井及大野氏等 (14)rL結果が公表されて居

る.ZF者等も亦マツノネクチタケtコ菌献を用ゐて弐の 16種の樹程材片21iC到しで満 1箇年後

の腐朽程度を共京量、減少率によりて比較せんと試み?と.

買E話~~用ゐ'k粒;lfi1ìは1.アヲトドマツ， 2. エゾマツ， 3. アカエゾマツ， 4.ケヤマハンノキ勘

5.ウグイカンバ， 6.ダケカンバ， 7.ブナ，8.Jサダ， 9.ミヅナラ， 10.アカダモ， 11.カツラ，

12.ホホノキ， 13.ェソ『モミヂイタヤ， 14.シナノキ， 15.ハHギ1)， 16.ヤチグモでるった.

試験iて用ゐた材片け:北海道林業試験場に於て腐朽試験に用ゐるべく作成されたものの一部

で，強め健全木を伐採し国|監を取り且共C'L'材部より試験木片を取った.但しウグイカンパ，

グケカンパ，プナ，アサグ及カツラ0五種類にありては心材のみならや蓬材からも取った.供

試材}干の大さは事ilれも 1x1x5cmの角柱で共表面を錨iJ'リして平滑に Lた. 各樹種から各々 5

箇の試験材片を採り合計105本¢材片を}日ゐ?と. 之を電気乾燥器内に入れて 105"CIr.て2童

夜放置し絶乾j氏態とし共後取出して小童文鼎j以下2位迄伴量した.而しア各樹種共重量の過大ノj、

のものを除き略ポ1近き武量のもの各々 31問、を泣び、貰験に使用した.従って供訣片の童文は各樹種

の心材部より各々 3{同合計48筒と 5樹種L遵材部主り夫々 3個合計63個 5必った.

腐朽式験期間は昭和20年5月1日より翌年4月30日迄浦1筒年でるった.共間会季問I乙

於ては定温器を使市 UJli-t宏、 250Cに保ち夏季叉は室温 2:20C以上になる時は之を定温器内より

取出し賞験空机上K置いた.

向日験に用ゐ'k容器:ゴガラス製蓋附図f:~î71ヨの瓶 (16)<10><10cm)で1箇の瓶に各怯種上り

の心材，建材J¥-合計2主本を入れ同様なものを2瓶合計'3{rr，lの瓶を使用した. 叉菌赫が比較的

順調に繁茂して材片を時朽さす椋f止・試材片の同国を比較的IIIきプナの鋸屑を以て閉めた.

乃ち 1筒の瓶σ内容を内諒すれば弐の如し.
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150瓦-

80瓦

60瓦

5瓦

共の他I'L培養瓶内に注入せし7kの畳…，.....・ H ・-…H ・H ・..-・H ・-約 300瓦

即ち1M屑 150瓦(把乾重量)ι 供試材片約co瓦(絶乾重量)にして之等の合計は 2:0瓦でる

る.今瓶内の合*1"容を二一般の木材腐朽菌が最も良く護育すると言はれる程度乃ち略ぽ1EOμに
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せんが馬には約378瓦の水を必要とするのである.然るに既に集乾鋸屑中にがJ80瓦，供試材片

中に約5瓦θ水分が含まれて居るので新たに 293瓦(約300瓦)θ水を注入した.叉鋸屑及供試

材片を瓶内κ次の如く入れた乃ち培葺瓶の中に夫均気乾JfI~態の鋸屑約 230 瓦を入れ次に供式

材片を瓶の中に一定11慎序に並べ共司国を鋸屑でぎっしり埋め供武材片の上端は 2-3emも鋸屑

で震はれる様にcた三々に水道水約300瓦を入れ蓋をして更に共上を紙で包み紐で縛った.又

各材片には夫々墨汁にて側面及木口に番親をつけた以上の如き装置をした瓶を 3箇作成し之

を常法により高原殺菌器にて (1250C，15ポンド監)30分1同行なひ尚立の箆翌日更に 1同行

主主ひ完杢に殺菌した.

以上の準備絡了後別に試験管培養基(醤泊客天培葺基にして調製法及成分は金〈前記生理

撃的性質白項目下で連ぺたるものと同様)に2週間者養せる菌叢から直径lcm位。IJ、片(之に

附着せる寒天片も含む)を取出し軒甚I'-コ混入せざる様蓮やかに培歪瓶の査を明け略鋸屑の表面

中央部に移植し?と.

斯くして満 1箇年培養を稽績した.

腐朽試験後つ鹿理方法としては各試験材をと取出し外側に護育せる菌糸を町時事に除き直ちに

その重量;を測定L其の後再び之を結乾として共の重量を秤定L，試験後に於ける材D重量の差

よりして之が減少率を算定し，共の大小佐比較して各材の耐久性ο優劣を考察した(故に絶乾

批態と!土t1、数黙以下2位に於て援化を認めざる重量DJ[J¥態を意味するものでるる).

試験1E始後間もなく移植せる寒天片上の菌糸は倒伏したが4日目にして再び、寒天片上に空

中菌糸を出し始め6日目には寒天片周圏の錆屑上に菌来が附着r-;:，に至った.10日後には菌叢

極めて薄きも鋸居の表面杢部を被覆し叉内部には表面より 2cm以下迄仲び、て居た.更に 1箇

月後には培養瓶の底迄達した.但し菌叢は向薄く瓶の外面より見るとき特に住意す之に非れば

認められ11い程であった.此頃3箇乙瓶の-"0に雑菌が入，り 40日にして遂に割愛して2簡のみ

観察するととにした.7箇月を経る頃には菌締は著しく生長し鋸屑の表面Jま民放の菌叢にて殆

んど発全に被はる~I't:.至った.叉菌叢の草色を来し赤m色，桂黄色，白色等種々 ι菌鱗塊が表

面に出来て居た.更に漏1箇年後に至りては菌来は十分に鋸屑中にさE延し或る部分ば織惟吠を

呈し白色を帯びて居ft. そして首初D如き鋸屑本来の色は見られうかった.瓶の控上にも菌株

叉は菌叢が;:付着し銘屑の上面には赤拡色，控黄色等の凹凸が出来て来た.

ヨだに満期の後供試材乞瓶外に取HIし供試材片の腐朽J!k況を観察すると，共程度は樹種によ

りて差異を認め，表面に問陥部を生やるもの，材色の艶化を来せるもの，班黒占を認むるもの，白

費して繊維Jij;を呈するもの，腐朽茜 υ くして材。軟化著1きもの，責褐色苧JU，の附着物が勝着



せるもの等種々主主肉眼的標;徴を認めたが教には樹種毎の記述は省略するとととした.

試験前後の絶乾重量の費化及その減少率は第十五表の如し.

第十意表 構朽訣駿I二於ける各績材片の重量鐙化

路巷瓶 l重 量 (gr.) I 減 少 1
4指種番競 i 樹 種 1子ーム 1-- 一一一

甘 明|試験前|試験後|減少重量|減タ率

|アカエゾマツ|
1 216I185|031I14352 3 20.385 
2 2.12 1.56 0.56 26.420 
一一一一一一一

|ケヤ :;1 1 2.41 1.93 0.48 ]9.917 
4 27.215 
ハンノキ 2 2.26 1.48 0.78 34.513 

一一一一一一一ー

|ウグイカンバ|
1 :).05 2.37 0.72 23.301 

5 22.630 
2 2.99 2.31 0.65 21.959 

|タボケカンバ|
1 3.23 2.50 0.73 22.601 

6 22.276 
2 3;69 2.88 0.81 21.951 

14 シナノキ
-

A

O

“
 

2.79 

2.98 

1.97 

1.84 

~9.391 

38.255 
33.823 

2.20 

2.28 

2.20 

2.31 

。
。 。
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第養瓶 l重 量 (gr.) I 減 少
1一一一「一一一-1-----! 一一[平均減少率

番 披|試験前 l試験後 li紗重量 i減タ率
1 

2 

2 

2.90 
2.82 

2.79 
2.41 

2.37 0.53 18.276 
2.19 

20.308 

::;|::|;::;1 31.964 

18lr川 ;l::l::
一子llJiイ了日U3
20lv材fl;|;;;l;::;

21 カツラ
(遁材}

1 

2 

:;51泣い9.913
0.95 
0.51 

0.44 
0.37 
20.091 
16.228 

18.!-60 

即ち第一瓶に於ては供試材片の 1本の平均減少率は 19.426%にして，第二瓶内に於ける

供試材片の平均減少E容は 20.017%であった.斯く D如〈第一及第二の瓶内の供武材片の平均

減少芸春は'20%内外と云ふととになる. 向次に前表D中より平均減少率のみに就き共の小なる

ものより大なるものの順序に排列すれば第十六表の如くである.

第十六表 各種材片重量減少率順位

番貌|和i 種|平均滅多率番披 綜I 種!平均減少率([番鋭|樹 穣|平均減少率

l l % ι | ←一一÷十し一Pタ百 11 _1-一←一一一J一一径十一
1 Iυノハ、 P ι一リ川I0 ド8I片川カ抑ツラ 遜判)バI18.160川|l I5バlア カ グモ lμ2お銘飢M氾臥削叩L江:.17臼7
2 アサダ
3 ホホノキ
4 カ ツ ラ
5 7' ナ

6 ミグナヲ
7 |アヲトドマツ

4.563 9 
4.668 10 
9.709 11 
13.316 12 
15.010 13 
17.361 14 

エゾマツ

ヤチタe 毛

アカエゾマツ

z ゾモミヂ

イ タ 十

ダケカンノマ

マカンノマ

363 
215 

562 
913 
964 

823 

即ちハ HギPに於では試験前の重量に比し増加した結果になったが是は或物質が材の内，

外部に生ヒた誌と思はるが此事に就きて再試験を必要とする.ヨえに平均減少率D/1、なるはアサ

グ，ホホノキで之等は肉眼的に見ても腐朽が明かに徴かであった.而してカツラ以行の樹種。

謹材は蹴以25%以上の減少率を示し，心材にては比較抵抗力がはるかに大であった.又プナに於

ては心材は 13.316%でるるが謹材は 29.91.J%であった.曾て逃見氏等 (14)はプナ材に封し

16種。搭朽菌を作用せしめて湖1節年(:320日)後。重量減少乞見られたが， 共中eアヒハカ
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タケが丁度 29.92%で筆者等の試験した本菌の場合と類似して居るととに怠る.

向供試材21箇を通じ最大の減少率を示し?とDはシナノキの 33.82%であった.而して本

道D針葉樹トドマツ，エゾマツ，アカエグマツ等は執れも 17-20%・で略ぼ同様主主抵抗力を示

した.供試材全部を通やると寧ろ中以上でるった.北島氏。貫験された1臨年後の腐朽成績

(32)による重量減少率中台本菌に共形態並に腐朽型が類似するレングハタケの場合I';t， トドマ

ツが 28.89%でエゾマツが36.63%でるったと報ぜられて居るが本試験の場合よりは温かに腐

朽程度が烈しかったととになる.然し執れの場合にもトドマツが減少率が少主主しエメマツの

方が比較的大である離は一致して居る.そしてアカエゾマツは更に之より大でるった

向王1街朽現象が木材内含水量と閣係まうることは云ふ迄もたい所で，之に就ても調査したがー

共結果は後日の機舎に護表するであらう.

第八病原菌の特性ど被害劃策の考案

本菌が吾北海道にilするととの報告は筆者の一人亀井によりてなされたもの (2ら)， (26)が

最初でるり，叉本菌が苦闘の林木K相 t~の被害0事質を記述したのも恐らく此論文が最初でb

らう.本道内の被害樹種としては目下の所ト vマツ，アカエゾマツ@二種を確賞に拳げるとと

が出来るが，エゾマツも極く少数ではるるが本菌の路朽型と思はる Lものを見て居るから或0.

は冒されるのでないかと想保される.興味深いのはRoll-Hansenの報告 (11)がノールウエー圏内

本菌寄生樹木のーっとしてエゾマツを加へて居るととでるる.三たに本道内の分布K閥Lても多

少の調査はした.)乃うち本菌のl腐免

園で2箇，十勝園で1箇， !謄官振困で1簡，候室園で1筒計12を採集して居るカζ 之等が皆貫1な主

りとせば道内[..':蹟汎闘に亙りて居るととになるが， 1五JYま此貼に就いては一段の精査が必要であ

る.又被害樹の年齢及僅級に於てもトドマツの場合には100年以上径約30cmのもの，アカエ

ゾでは約 200年俸約50cmのものを標準木として観察したが，走れより幼齢のものも叉吏K老

大のものも見受けられたととは己越した所である.筆者等の経験では胸高直径 1cm位Dもの

にも共中心部が+菌と忠はる L腐朽をして居たものを観たととがある.Frohlich (10)によれば

ボスニア地方の原生休内では本菌の被害木には幼1輸のものから老齢木，特に200年以上の針葉

樹b・認められ，而も共程度は一様でなく立地によりて 90%から 3-1%まで援異があると趨

ぺて居るのは注目すべきととでるる.叉上越の如き大樫木のトドマツの根株白色腐朽をなす菌

で，本菌の夫れと一見類l以する場合にミヤマトンピマイグケ (Polypoω TIlontanusQuelest)があ

るが，此場合には被害材は方形腐朽をする賠で匡別が出来る.筆者の一人亀井は天盤第一演習
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林内のトドマツ大木に於て経験したととがるる.Jl-l貼に就いても Falck(9)， Hopffgarten (1 i)等

の報告中に同傾向のととを書いてあるが，氏等D場合は上越のミヤマトンビマイに近縁の種で

ある Polyporusborealis Fr.を拳げて居る.

一方マツノネクチタケとレングハタケとは時に同一種と見らる L場合 (23)がある程外観

が類似するが，筆者等ば菌草の形態的特徴と共に分生胞子時代 (OedocePhalum)(7)の胞子。大さ

に於て，明別あることは己報(26)もしたが本論文でも再言した所である.目下の吾等の考では

レングハタケは藻林中， トFマツ根株の腐朽樹皮上に菌草を設生するとともに電柱，杭木等の

表面にも見られるが，マツノネクチグケは林内被害木の根徐にのみ生歩るものと信じて居る.

Cartwright & Findlay (6)に擦れば英図では本菌が杭木等にも護見出来ると記してるるが，此

賄では吾北海道の場合と多少趣が異るやに思はれる.

次に Humphrey& Sigga.rs (20)は種々の木材関蝕菌を共護育温度の貼で低温系，常温系，

並高温系の三類別をして，同氏等の寅験に用ゐたマツノネグチタケの菌締は高温系統 (370C又

は夫以上)の中に属するものであると護去したが，之に封し Cartwright& Findlay (6)は同意

せや，欧掛lに於て見らる Aマツノネクチタクの系統は左程高温度に趨せ歩従って Humpnrey

氏等の用ゐた菌ば恐らく疋常なものでないだらうと述ぺた.北海道産の本菌にありては共菌綿

に就いて調査すると上記の如く護育適温は 22-230C で，最高限界温度は ~6-270C であった故

に此賠では欧州系統に近似し北米の系統とはI閃かに異るものと断定するの外ない.

更に森林の種類，林地οHk況と本菌の設生互の闘係は本菌防除の貼から見て極めて重要な

項目でるるが Hopffgarten(17)は捕逸に於て本菌がオウシウ Tウヒやオウシウシアカマツの休

を官す場合に原生休 (UnberuhrtenUrwald)， ，奮林地樋栽林 (Kulturwaldauf alten Waldboden) 

並に新植林地 (Aufforstungswald)の区別によりて共被害の程賓が著しく異り，第一の場合には

一般に高年の林木乃ち 200年以上にも及ぷ高齢木!J;冒され，第二の場合には本菌に依る被害は

僅少であり，第三の場合には諸僅の事情より 4居烈しく目されるので，結局防除の封照となる

のは第三0場合Dみだと趨ぺて居るが，吾阿寒国有林の場合はiEに第ーに相雷ずるもので星うろ

う.又土壌のj伏態に就ても一時時間でるるが平常は新鮮な土買の庭が最もよく本菌に宵される

と報告し，更にかLる所では土表より 2かー・30cmの深さの庭の根/土土居の重さ又は一時的滞7](

の昂に酸素の枯l品を来して枯死し，共~付近D病本の般から感染を受けるものでるるとも記して

るるが，恐らく北海道河寒地方D場合も共標準地の状況から察すると丁度共様な状態に置かれ

て居るのかも知れない.f，¥j'同氏に操tLば被害地較にぬける土接Zコ酸妻は P.H.4.G-G.0の聞で，

之は宛かも本菌ÎD好適な設育調域であると記して居る.筆 t1~.r;D調査した掠準地では 3.0-6.0
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cm ([)深注の所で P.H.5.4-5.6であったが，之は上誌の範囲内にあるととも興味深い.

兎も角雪へ}地域にしろ本菌の鼓生が確認された以上，之が何等かの経路をとって他。地

域に，或ぴは幼的。林地に停播し友いとも断言・出来ない.RoU-Hansen (11)は本菌D被害植物

の目録を記述してあるが，共中には針葉樹のみならす~ì問葉樹並にギヨリウモドキ， コケモモ等

の如き小il'ii木も寄主として列島基して居る， 他方に於て米図の Boyce(4)の記事によれば，英

国又はダンマ戸クに於ては，本菌は特にオウシウトウヒ，ォウシウモミ及オレゴシパインを冒

し，直径6インチ又は夫以上のものが害され，幼木ほど共害大なるとa:，並に日本産カラマツ

も亦無害ではないと記してあるが凱れも吾人の闘心を促す所で'，;1うる.

.最後ι防除釘策に封しての従来の参考記事としては Hiley(16)，及 Hopffgartenの主張を

事げる.乃ち前者は英国のオウシウカラマツの本菌による被害防禁法として，林地の物理的性

質の改良，子質嘘の除却並に根病材D焼却等を掲げて居るが，後者は潤遁森林の場合に於て遮

断溝の設定，子寅轄の除去並に被害根株の殻掘を推奨して居る.就中被害直域が各所に賦在し

て相書院範囲に損 h~って居る場合には，共匝士会の}端に帯状林分を作るととを利とし，又一局

部に樋って居る舎をには，被害根株の設掘並に遮断溝の設定の雨法を並用すぺきことを勤めて

居み

吾阿寒被害地域に於士宮取li立へ歩被害樹を伐倒して底分ずべきでるるが，其他にち口上の如

き特腫の封策を寅ffすぺきや否やは今一段の賞状調宜の後に決定すぺきものと思はれる.

第九摘 要

1. 釧活困足寄醤林困苦阿寒事業直内に於て 1町歩の被害木標準地を設定し，被害木本教を調

べたが， トドマツ及アカエゾマツ合計251本中 116本(65.6%)が内部腐朽木で， トドマツ 108

本，アカエメマツ 8本であった.此中マツノネグチグケに由る被害木はトドマツでは針葉樹

総童文の 31μ に相賞した. 又同様な調貨を標準地附近の伐棋のみに就いても行ったが， トド

マツ 200本，アカエゾ 100本の中で，内部時朽は夫-'t101木 (50.5%)20本 (20.0%)るうた.

そして共大部分がマツノネクチタケに因るものと忠はれた.

2. トドマツ被害草木にd0ける被害立積は 0.1669m~ で，樹幹線龍の 26.1% に相堂し，地上

5.0m迄?な朽して居た.アカエゾマツでは 0.7645m苛で締盟([)34.2 %に相富し地上 10.3n:i 

迄時朽して居た〈持温f参照). トドマツの関朽状況は附闘の如くで4うる.

3. 被害付に就て其宵柘D欣況を凡るに典型的問色海*mJ伏腐朽であり，アカエゾマツにありて

は散在せる多数小~v白車。中に黒賄をと有する特徴をと認め得た.
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4. 被害材から分離した分生胞子を観察したが，其大さ 3.5-7x 2.5-4.5μ 平均 4.9x3.8μ で

本菌と混同され易いレングハタクでは 5--9x3-6 fl平均 6.7x 4.4μでるるから明かにltiA別出

来る.

5. 子賞樫をトドマツ，アカヱゾマツの被守拡根部から符たが，最大なのはトドマツにtl¥たも

ので 16x 12x2.5 cmあ9た.(附隔i参!lfi) 

6. 菌締を~芽汁寒天，醤油寒天，馬鈴薯虫丸人家煎n芝生天，玉笥~;;~~天，ツアベックス，ア

スパラギン，ペプトンの諸種暗室基に布養したが共生長度の兵好たのはツアペツクス;!:l?護基，

‘萎芽寒天堵養基で，玉笥黍窓天の場合が最も恐かうた.

7. 菌綜護育と温度の関係を調査したが，最趨温度は 220--230C で最高W1I度は 2GO-270C

であった.又 450Cで 60分間J50rCで5分間立っと死滅Lた.出りてヰ[1"Iは Humphrey& 

Siggars (_0)雨氏の所謂好低温百、i肝に屈すると見るぺく，此貯iで北米の系統上りはむしろ欧前i

系統に類するものでるる.

8. ピロガロール及苛'l"iカn里を月iゐて酸素除土をした括主:iIt-上では 10日nnを経るも全く由競

の護育を見守，再び酸素の供給さる Lに至りて順調な護古を見?と.

9. 0.05% 以上の濃度の混食子酸及 0.05-0.5% の濃度のJ17_:{~f限加庁j馬鈴薯窓天町護基J'.に於

て招色。酸化帯を形成 Li農庄の高まるにつれ，共色が濃くなり国税の生長が去へ 0.255{，以

上にては護育阻止の傾向が著しかった.III ~間lで Bavendamm 氏の設に従へば本的はリグ=ン

溶解菌の特性を有する.

10.北海道主要樹木 16種。木材小月-(rCf1L 腐朽試験を Lたが渦 1箇年伎に於ては霊長減少率

は各種を通ビ 0-33.8% で最大はシナで 33.8払 /1、なるものはアサグ，ホホ，カツラ(心

材)，プナ(心材)， ミヅナラ等であった.針葉樹トドマツ，ヱグマツ，アカエゾマツは敦れ

も 17-20%で供試材キitrj 1，中以上でるって，三種zドではトドマツが長も少なく， アカ;r..yマ

ツが最大であった.



(172) 

Summary 

1. F071les annosus (Fr.) Cooke， though reported to b巴 co!Iectedin our country， has up to 

this present day， never been spoken of with regard to its causing any damage on the forest 

trecs. Recently， however， the writers were confronted with such an opportunity presenting con-

siderable damage in the c旦seof Ahies MaYI ialla and Picea Glel.ni growing in the primeval forest 

at the foot of Mt. Me且kan，Prov. Kushiro in Hokkaido. 

電2. Most of the attacked trees were somewhat overmatured， especial1y in Glehn spruce; 

but sometimes the damage appeared likely to occur also in younger ones. According to a 

survey based on rottcd trees distributed over two sample plots， some 50% of the number of 

Mayrian fir and some 20% of the Glehn spruc巴 weresecn to be attacked by this fungus in 

question. Rot volume percent per a singl巴 treewas respectively estimated to be 29.1% in 

Mayrian fir and 34.2% in Glehn spruce where the height of the rot column inside the trunk 

was far grcater than in the fOlmer speclcs as shown in text figure. Root and butt rot due to 

this fungus in the case of お1ayrianfir were as shown in Pl. Fig;. 1-4. 

3. Black specks insidc of each small white area which -are the characteristic to the rot of 

F仰 lCSarmoSUS werc observed in th巴 severelyrotted wood of Picea Gle!mi. 

4. Conidial stage (οedocePI arum) is diagnostically very important， tnd the spore size was 

clear1y diHerent from that of Polystictus l'erz.oonii Yasuda (Fomitopsis insularis (Murrill) 1mazeki) 

which is apparcntly alike to FO!Jιes annωIIS. 

5. Thc optimum temperatur巴 ofthe mycelial growth of our strain was determined to be 

22-230C wbile maximum in 26-270C. Raised up to 50oC， it died after some 5 m，inutes. These 

charactcrs ， re~a吋ing growth temperature made us consider our strain as belonging to the low 

temperature group of Humphrcy and Siggar's classification (20): 1n this respect our strain of 

Fοmes armo哩usis certainly more aIike to the European strain than to that of the American. 

6. 1nhibition of the mycelial growth in the case of insufficient supply of oxygen gas was 

posittively affirmed. 

7. Black zone formation by the hyphae on potatoe agar medium containing gallic acid (above 

0.0596' solution)ρr ta(1nic ~acid (0.05-0.5% solution) was ascertained. Such experiments∞n-

cerning Fomes' annoSUS were originally mad巴 byB乱vendamm(2). So， it is reasonably' regarded 

to be a lignin dissolving fungus according to Bavendamm's oxydizing zon巴 theory.

8. De 
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附 回 陰 明

1. 被嘗トド守ヅ地上 1m 図書草

2. 同 地上 2m 厨盤

3. 同 地上 3m 厨銀

4. 同 側根断面

5. 古い被害トドマヅ根橡樹皮商に

渡生して居た子質強 (x+)



蹄 圃

2 


